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日
本
の
取
組
を
積
極
的
に
発
信

第
６
回
世
界
水
フ
オ
ー‐
ラ
ム
が
閉
幕

フ
ラ
ン
ス

・
マ
ル
セ
イ
ユ

で
開
催
さ
れ
て
い
た
第
６
回

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
現
地

時
間
の
１７
日
に
閉
幕
し
た
。

会
期
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議

や
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ

れ
た
。
日
本
か
ら
の
参
加
者

も
水
分
野
に
お
け
る
日
本
の

取
組
を
Ｐ
Ｒ
す

る

と
と

も

に
、
議
論
に
も
積
極
的
に
加

わ
り
、
各
国
の
参
加
者
と
交

流
を
深
め
た
。

‐３
日
午
前
に
行
わ
れ
た
ハ

イ
レ
ベ
ル
会
合
で
は
、
「さ

ら
な
る
水
に
関
す
る
国
際
的

な
普
及
を
目
指
し
て
」
の
具

体
案
を
リ
オ
環
境
サ
ミ
ッ
ト

・
プ
ラ
ス
２０
に
提
案
す
る
こ

と
を
宣
言
し
た
。
同
日
午
後

に
は
、
「更
な
る
安
全
な
水

と
衛
生
的
な
環
境
を
作
る
こ

と
を
加
速
す
る
こ
と
」
を
明

記
し
、
具
体
的
な
取
組
と
し

て
水
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食

糧
問
題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
か
ら
、
ま
た
多
く
の
経
済

的
な
視
野
か
ら
総
合
的
に
判

断
し
、
各
国
の
水
政
策
に
反

映
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

閣
僚
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
。

日
本
関
連
の
主
な
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
国
土
交
通
省
と
日

本
下
水
道
協
会
が
下
水
再
生

水
利
用
促
進
に
関
す
る
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
日
本
が
持

つ
技
術
や
経
験
の
活
用
に
つ

い
て
議
論
し
た
。
日
本
が
進

め
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
関
連
活
動
の
促

進
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。

ア
ジ
ア

ｏ
太
平
洋
水
フ
オ
ー

ラ
ム
主
催
の
ア
ジ
ア
太
平
洋

統
合
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
前
半
で
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
か
ら
水
問
題

解
決
の
た
め
の
具
体
的
な
目

標
・解
決
策
の
報
告
が
あ
り
、

後
半
で
第
２
回
ア
ジ
ア
太
平

洋
水
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
提

言
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ

た
。
木埜
暑
朗
・同
フ
ォ
ー
ラ
ム

会
長
（元
首
０

は
、
東
日
本

人
震
災
に
お
け
る
各
国
か
ら

の
支
援
に
謝
辞
を
述
べ
た
。

ま
た
、
パ
リ
市
水
道
局
ら

が
フ
ラ
ン
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
で

開
い
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
尾

崎
勝

ｏ
日
本
水
道
協
会
専
務

理
事
が
参
加
。
日
本
の
水
道

講演 する尾崎専務 (右か ら 2人 目)

轟i

安 中徳二 下 水 協 理 事 長 (中央 左 )も 参 カロ

(左は吉村和就 GW」 代表 )

し
、
各
国
か

Ｐ Ｒ
　
あ
輔
い
押
Ⅷ

崚
　
一
四
筆
準
い

が
　
本
パ
ビ
リ
オ

』
　
ル
肛
和
、

「爆

酒
　
の
天
使
」
を

使
　
務
め
る
酒
井

継
　
華
卿
察
し
い

ｒ
　
場
し
、
各
国

か
ら
の
参
加

中衛』離回は卸い０議厳一賭は綱黙の一組など一Ｐ


